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事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書 〇
・変 号弱

日本ピラーエ業仰  福 知山工場長 恵
一

0773 -

注 1藤 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主套加される事業者の方は、レ印の記入は不要でえ

2「 基準年度Jと は排画期間の前年度を、 「目棟年度Jと は計画期間の最終年度をいいます。3苫
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など4Lt者の温室効果

京都府福如山市長田野町2T日 66-3

の

特定事業者の

主たる業種
工業用高機能部品製造販売

該当する事業
者要件 国 豪 母

則雛 知号
啓岳暑鞄ヅ苫承認  (樹洗「層架ダ総す 盆署〕径ジ後亀奮背稚骸堅答望者(その他の温室効果ガスの大規模排出事「理薯母聖醸罷贋紫憎騒会杷誓年協丹!終九足合行
4        _

計 画  期  間 平成 18 年 4 月 拘 戎 2 0  年 3  月

基 本 方 針 事業活動と環境との調和を図るため、環境マネジメントシステムを確立し、環境負荷を減らすための継続
的な改善ど汚染の予防に努め、10%以上のC02削減を目指す。

推 進 体 制 福知山環境管理委員会を中心とし、lS014001環境マネアルト7・,ダ/Aの目標達成に向け、各部署
において活動を展開する。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

句

18～ 1 9 工場製造部署 電気 〃 ス ガ ンツン等のエネルギ
ー使用量を削減し10C/c削減する。

1 8 営業所 営業用車両のアイ ドリングストップの徹底

温室効果カス
のりF出量等 排出区分

基準年度 (実積)

(17)年 度
てこ聞し炭素換算 (1))

目標年度 (計回,

(19)年 度
く二酸化炭素換算 〈t))

削滅畢

(計画)
(3/3)

A事 業所等排出区分 3,389 t 3,047 t -100 %

B輸 送車両排出区分 t t %

cそ の他排出区分 t t %

」F出合計 1                 3,389 t Ⅲ2         3 04T t 一100 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸化炭寿換算 〈t

森林の保全及び整備 く整抽面積) (吸収遺) t

府内産の木材の利用 〈利用退) m' (削減と) t

自然エネルギーを利用した電

力又は熱の供給

く売電承) kwh (削減と) ↓

〈熱供給重) 〈百ど激■) t

グリーン電力の購入 (購入曇) kwh 〈削減量) t

削減量等合計 t

差引リト出量

(排出合Ft―削減等合gt)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

*1            3と 承7 t 1421-K431     Sθ 47 t
―′D つ %

特 記 事 項面嗣爾爾雨輌柄翻臓面下庸軸薔博陽継謗翻輯昭濤項の順守 ③ 廃棄物の削減及びり材クル推進によるけイタル率の|

暑各モ斜景善ラ習皇鏑 C客祭論属内響 養紫濁諮紀朝出重蜜置1告を言増二整窮官窒場を維 層努,S憂|ごモ輪員数名の事務所のみとなっておりますので、温室効果ガス,
告させて頂きます。
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